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目錄 

 

１．「～べき」的用法 

２．「～はず」的用法 

 

＜「～べき」和「～はず」的差別＞ 

 

① 子供は早く寝るべきです。 ／  小孩子應該要早點睡覺 

② 彼女は来るはずです。／ 他應該會過來 

 

１．～べき：應該要～(該盡的責任義務) 

→ 辞書形＋べき ／ 寝るべき・書くべき・す(る)べき 

 

① 子供は早く寝るべきです。 (小孩子應該要早點睡覺)   

② 悪いことをしたら謝るべきです。（如果做錯事情,就應該要道歉） 

 

【補足説明】 

 

※ 『～べき』很少用在自己 通常用在一般觀念或針對別人 

 

例：已經很晚了，我應該要回去了 

→ もう遅いから、（私は）帰るべきだ。× 

→ もう遅いから、（私は）帰らなければならない。〇 

例：已經很晚了，你應該要回去了 

→ もう遅いから、（あなたは）帰るべきだ。〇 

 

【確認練習】 

① 畢業論文是應該要自己寫（論文を書きます） 

→ 卒業論文は自分で書くべきです。 

② 如果想拿冠軍,應該要更多練習（練習をします） 

→ 優勝したかったら、もっと練習するべきです。 

③ 只有一次的失敗,就不應該放棄（諦めます） 

→ 一回の失敗で諦めるべきではない。 

 



２．～はず：應該會～(推測) 

 

→ 普通形＋はず ／ 元気なはず・雨のはず 

 

① 彼女は来るはずです。(他應該會過來) 

② 明日は雨のはずです。（明天應該是雨天） 

③ 彼はもう帰ったから、今は家にいるはずです。（他已經回去了，所以現在應該在家） 

 

【確認練習】 

 

① 他應該不會參加這次的比賽（参加します） 

→ 彼は今回の試合に参加しないはずです。 

② 因為她很有錢,所以應該會有車子（持っています） 

→ 彼女はお金持ちなので、車を持っているはずです。 

③ 田中是四年前入學，所以應該今年畢業(卒業) 

→ 田中さんは四年前に入学したから、今年卒業のはずです。 

 

【総合練習】 

 

① 一生懸命頑張ったので、合格している（べき・はず）です。 

② 人の話は最後まで聞く（べき・はず）です。 

③ マナーはみんなが守る（べき・はず）ことです。 

 


